
〈近況報告卓話〉   石井新一会員 

 

 近況報告といっても最近はすぐに物事を忘れてしまう。それで、昨日の

話をします。 

昨日はゴルフの練習場に行ってきました。この頃は週に3回位行ってま

す。普段、酸素吸入を付けながら練習をやっているのですが昨日は10球位

打ったら息切れがしました。それでも何とか１００球打つことでき終わっ

た後、酸素吸入を確認したところ、酸素が出ていませんでした。 

 ゴルフ場に行く時は、崎谷さんに乗せて行ってもらう事が多いのですが、この間は、ゴルフ場に行

くときに崎谷さんの親父さんの話で何時ごろからボケが始まったのか、話が盛り上がり目的のイン

ターチェンジを２つも過ぎてしまいました。これもボケの始まりかもしれません。ただ運転していた

のは崎谷さんでしたが。 

 近況報告ではないのですが、昔、歩こう会をやっていたのでその話をします。 

５～６回までは記録をとっていました、第１回目の会長は川津さんで、鎌倉に行った。吉田さんは本

人欠席でしたが奥さんだけ参加してくれました。ある有名なお寺（名前は忘れた）から登る鎌倉アル

プスを２時間３０分くらいかけてハイキングした。当時は松戸駅から乗り換えなしの特急で北鎌倉ま

で行けた。鎌倉では有名な蕎麦屋で蕎麦を頂いた。帰りは鎌倉から千葉へ直行し、市川経由で戻っ

た。車中では酒を買ってきて、呑みながら帰宅した。 

それから２か月位後に頼朝と大仏のコースにも行った。 

 また、千駄堀の山の中も歩いた、例会前に１～２時間散歩してから、例会に行ったこともありまし

た。湯河原の２月の梅園（松山梅園）祭りにも行った。森谷さんが入会３年目位の時で奥さんと娘さ

んが参加してくれました。 

柴又にも行った、松戸駅で集合し、江戸川沿いに歩き矢切の渡しで向こうに渡り寅さん記念館に行

き、お昼を「川甚」でとりそこで散会したこともあった。 

筑波山にも２～３回登った。箱根に行きロープウェイに乗り温泉にも入った。 

 近況報告ではありませんでしたが、昔の話もいいかなと思いお話させて頂きました。 
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■ロータリーの奉仕哲学「超我の奉仕」Service above self■ 

 

 このServiceの意味は人のためにつくすこと。ビジネスでもServiceの心がけはシェルドンの言葉を借

りれば「永続的な顧客を得る道」であり、信用を増して繁栄への道につながる。 

 

 

国際ロータリー 第2790地区 第13グループ 
 

松戸北ロータリークラブ会報 
WEEKLY  REPORT 

 

第2297例会  2020年9月9日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      
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■国際ロータリー会長 ボルガー・クナーク 

■第2790地区ガバナー      漆原 摂子 

■第13Gアシスタントガバナー  山田 正記 

■松戸北ロータリークラブ会長 三村 藤明 

■松戸北ロータリークラブ幹事 崎谷 延好 

2020-2021年度 

ロータリークラブに参加しよう 
地元の町や世界をより良くしたいと願うロータリーの120万人の会員は、世

界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むた

めに、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。 

https://www.rotary.org/ 
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＜2296回 例会プログラム＞ 
                                                                                         司会 平田洋一会員   

  12：30        食事 例会開始時までに各自食事をとる  

  12：45        点鐘                        三村藤明会長  

  12：47        お客様紹介               大川隆永会長エレクト  

  12：50        会長挨拶・報告                     三村藤明会長 

           幹事報告                               崎谷延好幹事    

  13:05         近況報告                               森谷充伯会員 

                                                              石井新一会員 

  13:25          【委員会報告】 

                   社会奉仕委員会            

                   本日の社会奉仕基金発表          柳孝実委員長 

  19：30        点鐘                            三村藤明会長 

＜会長挨拶・幹事報告＞   三村藤明会長 
 

皆さん、こんにちは。 

今日は、「新型コロナで拍車がかかる後継者問題」という話

しをしたいと思います。 

中小企業庁などの統計によれば、わが国では７０歳未満の経

営者が約１３６万人なのに対し、７０歳以上の経営者は、その

約倍の２４５万人いるそうです。高齢化がここでも進んでいる

ことが分かります。しかも、そのうち約半分は「後継者は決

まっていない。」と回答しているそうです。その結果、現在で

も約６０％の中小企業が、後継者に事業承継できず、黒字であ

るにもかかわらず休廃業や解散に追い込まれています。 

実は、こうした問題は、「中小企業の２０２５年問題」として以前から議論されていま

した。すなわち、事業承継問題を解決しなければ、２０２５年ころまでの１０年間に、廃

業や解散によって、約６５０万人の雇用と、約２２兆円のGDPが失われると試算されてい

たのです。ところが、それが「新型コロナ」によって、２０２５年を待たずに到来する可

能性が出てきています。ですから、今や、事業承継は急務であると言えるでしょう。 

ところで事業承継といっても、大きく６つのパターンがあります。まず、後継者の有無

によって大きく二つに分かれます。後継者がいる場合は、①それが親族ならば「相続」で

株式を譲渡しますし、②親族ではないが社内に後継者がいる場合は、「MBO(役員による買

収)」か、③「内部昇格」です。一方、後継者がいない場合は、④外部から人材を招聘して

経営を引き継がせる「外部招聘」か、⑤事業会社などに会社を売却する「Ⅿ＆A」(第三者

への株式譲渡)か、最後は⑥資産超過で会社を清算して廃業する「会社清算」です。会社や

経営者によって、それぞれ事情は異なるでしょうから、状況により合致した承継の方法を

選択すると良いと思います。 

また、今は、「マッチングサイト」といって、インターネットで事業の売り手と買い手

をつなぐサイトがたくさん出来ていて、個人でも買える数十万円規模の案件も売りに出さ

れたりしています。私も、実際に、あるマッチングサイトを創業した社長に会ったことが

あります。まだ若い社長でしたが、ご自分が地方の父親の事業を継がなければならなく

なった経験から、中小企業同士を気軽に結びつけるサイトの立ち上げを思いついたと言っ

ていました。後継者がいない場合には、このようなマッチングサイトを利用するのも一つ

〈近況報告〉   森谷充伯会員 
 

生活面では、家族4人（家内・娘23歳・息子18歳）になります。コロ

ナウィルスによる変化は、①家内が「Net通販」にてマスクの機能を口

コミで確認し購入する。②娘が社会人1年生になり、自宅で「テレワー

ク」の実践をする。息子が高3になり、自宅で「塾や学校の授業」を

「Net学習」する。このように家庭内で、インターネットが日常生活に

おいて「水道・ガス・電気」と同等の生活必需品となりました。我が

家では、当初より「有線や無線の通信環境」は充実しております。

従って、私の本業の知識が家庭内において存在価値が劇的に高まった

事も事実です。 

また、私自身は天体撮影にはまりました。会社の屋上に天文観測ドームを設置したのですが、

6年間は未使用でした。そこで自粛期間を活用して、天体撮影に挑戦いたしました。夏は、木

星と土星がとても綺麗な状態です。今後は、星雲の撮影を目指そうと思っております。 

 
▼仕事面では、社員のテレワークに業務の時短が浸透しました。弊社では、以前より遠隔リ

モートを実施してまいりましたので円滑に実施できました。この頃は、反対に社員が事務所に

出社したい思いが強くなっているようです。 

また、打合せを目的とした会食も激減いたしました。日数は「1/5」・酒量は「1/3」になった

と確信いたします。この状態の慣れが日常生活になれば、飲食業や接待業とカード会社は、新

しい方式に変化するのでしょうか。（野村先生が寂しそうです） 

尚、弊社の顧客は、病院や介護施設が多くありますが、病院内の医局が分散傾向にありまし

て、その分散を補うために「ひかり回線」の敷設注文が増えました。・・・ 

コロナ環境の学習効果として、家庭円満・健康体質促進・新業務構築に邁進です。 

  

2020.8.12（撮影）Nagareyama-MEADE12inc（木星＆土星） 
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の方法かと思います。まさに、新型コロナによって事業承継も急務となっています。事業

承継は、育ててきた会社や事業を発展させるという意味合いもあります。同時に、デジタル

時代の到来によって、承継先を見つける方法も拡大したといえるのかも知れません。 

ロータリーも会員の高齢化と承継の問題、デジタル化の問題は、重要テーマとして考えて

いかなければならないでしょう。 

＜幹事挨拶・報告＞   崎谷延好幹事 

 
 本日は幹事報告はございません。 報告ではないのですが、昨日作業中に

目まい、吐き気を感じ冷水と冷気で 体温を下げました。軽い熱中症に

なったのかと思いました。 まだまだ残暑厳しき折、皆様にも体調管理に

は充分留意されるようお願いします。 

  


